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文
政
５
⎝
１
８
２
２
⎠
年
か
ら
大
正
９

⎝
１
９
２
０
⎠
年
ま
で
、
国
内
で
幾
度
か
の

大
流
行
が
見
ら
れ
た
コ
レ
ラ
は
、
そ
の
症

状
の
激
し
さ
や
致
死
率
の
高
さ
か
ら
も
、

か
つ
て
の
日
本
で
最
も
恐
れ
ら
れ
た
伝
染

病
で
し
た
。
人
々
は
そ
の
性
質
か
ら
獰
猛

な
ト
ラ
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
「
虎
列
刺
」
な
ど

と
表
記
、
罹
患
す
れ
ば
警
官
に
よ
る
隔
離
、

あ
る
い
は
避
病
院
へ
の
収
容
か
ら
免
れ
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
発
病
の
隠
蔽
も

起
こ
り
ま
し
た
。

　

近
代
に
入
っ
て
か
ら
の
最
大
の

流
行
は
明
治
12
⎝
１
８
７
９
⎠
年
の

大
流
行
と
言
わ
れ
ま
す
が
⎝
患
者

16

万
２
６
３
７
人
・
死
者
10

万
５

７
８
６
人
⎠
、
西
日
本
が
中
心
と

な
っ
た
同
19

年
の
流
行
は
、
患
者

数
は
や
や
下
回
る
も
の
の
⎝
15

万

５
９
２
３
人
⎠
、
死
者
数
は
増
加
し

て
い
ま
す
⎝
10

万
８
４
０
５
人
⎠
。

同
16

年
、
ド
イ
ツ
の
コ
ッ
ホ
が
コ

レ
ラ
菌
を
発
見
し
ま
す
が
、
効
果

的
な
治
療
法
の
確
立
ま
で
は
し
ば
ら
く
時

間
を
要
し
た
よ
う
で
す
。

　

明
治
19

年
の
流
行
で
は
、
１
月
１
日
の

患
者
発
見
か
ら
終
息
ま
で
丸
１
年
を
要

し
、
福
岡
県
で
は
４
月
末
か
ら
12

月
下
旬

に
か
け
、
患
者
数
１
６
２
６
人
、
う
ち
死
者

１
０
７
２
人
が
数
え
ら
れ
ま
し
た
⎝
『
官

報
』
⎠
。
こ
の
間
太
宰
府
で
は
戸
長
１
名
が

罹
患
・
死
亡
、
そ
の
折
の
警
官
の
「
親
切
」

が
、
意
外
性
を
も
っ
て
報
じ
ら
れ
て
い
ま

す
⎝
『
福
岡
日
日
新
聞
』
⎠
。

　

患
者
発
生
の
通
報
を
受
け
た
二
日
市
分

署
長
は
、
巡
査
を
連
れ
て
戸
長
宅
へ
出
向

き
、
ま
ず
家
を
竹
柵
で
囲
ん
で
「
交
通
遮

断
」
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
苦
し
む
戸
長

の
枕
元
で
「
懇
ろ
に
病
苦
を
慰
問
」
の
後
戸

長
は
死
去
、「
田
舎
の
こ
と
な
れ
ば
容
易
に

雇
う
べ
き
人
夫
も
な
き
の
み
な
ら
ず
伝
染

の
恐
れ
も
あ
れ
ば
」
と
、
福
岡
本
署
か
ら
駆

け
付
け
た
警
部
と
二
人
で
丁
重
に
出
棺
ま

で
の
処
置
を
施
し
ま
し
た
。

　

戸
長
と
は
、
簡
単
に
言
え
ば
そ
の
地
域

の
行
政
事
務
の
責
任
者
で
す
。
ま
た
亡
く

な
っ
た
戸
長
は
、
か
つ
て
大
島
左

京
と
称
し
た
人
物
で
、
太
宰
府
天

満
宮
の
延
寿
王
院
の
家
来
の
一

人
で
し
た
⎝
『
太
宰
府
市
史　

通

史
編
Ⅱ
』
⎠
。
幕
末
に
は
国
事
に
奔

走
し
た
と
も
言
わ
れ
⎝
『
福
岡
日

日
新
聞
』
⎠
、
慶
応
元
⎝
１
８
６
５
⎠

年
か
ら
同
３
年
の
記
録
「
延
寿
王

院
御
用
日
記
」
に
も
登
場
し
ま

す
。
伝
染
病
対
策
の
た
め
の
隔

離
・
収
容
を
主
導
し
、
当
時
「
鬼

の
息
子
か
蛇
の
孫
の
ご
と
く
」
恐
れ
ら
れ
て

い
た
警
官
に
よ
る
意
外
に
も
挺
身
的
な
行

動
は
、
地
域
の
貢
献
者
に
対
す
る
敬
意
の
表

れ
と
同
情
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
年
に
は
、
太
宰
府
天
満
宮
の
神
幸

式
大
祭
も
、
流
行
が
下
火
と
な
っ
た
11

月

に
延
期
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
伝
染
病

の
流
行
下
で
は
、
当
時
か
ら
神
事
な
ど
大

き
な
行
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
変
更
や
む

な
し
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
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